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【特集】地域力から協働へ

《表紙》
　口名田保育園と中名田保育
園の園児43人が若狭区の梅
園で梅の収穫を体験しました。
　園児らはビニール袋を片手
に、30分ほどで約100㌔を
収穫。梅は、それぞれの保育
園が持ち帰って梅ジュースな
どになるそうです。

（７月６日）



❸ 広報おばま　平成 23. 8 広報おばま　平成 23. 8❷

仮称

　
　
地
域
力
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

　
　
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
組
織

　

皆
さ
ん
、
今
お
住
ま
い
の
地

区
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
組

織
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。

　

市
で
は
、
地
域
力
の
向
上
の

た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら
10
年

間
、
市
内
の
全
地
区
で
、「
い

き
い
き
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
い
き
い

き
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の

組
織
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
み
ず
か
ら
考
え
て

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
、
地
区
住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
体
制
が
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
度
か
ら
第
５

次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
に
伴
い
、
新
た
な
テ
ー
マ
で

あ
る
「
地
域
力
を
結
集
し
た
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
、
地
域
資
源
を
利

用
し
た
「
地
域
力
」
を
高
め
る

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
で
あ
る
第
５
次
総
合
計
画
。
そ
の
ま
ち
づ

く
り
の
原
動
力
に
な
る
の
が
「
地
域
力
」
で
す
。

　
「
地
域
力
」
は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
で
生
ま
れ
、
市
全
体
や
地
域
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
最
近
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
核
家
族
化
や
若
者
の
地
域
活
動
離
れ

な
ど
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
で
、
地
域
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活

動
す
る
地
域
住
民
や
新
た
な
試
み
に
挑
戦
す
る

団
体
、
ま
た
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
と
い
う

よ
う
な
組
織
も
増
え
、「
地
域
力
」
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。　

今
回
は
、「
地
域
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
紹
介

し
ま
す
。
そ
の
地
域
力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と

が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
協
働
課　

☎
内
線
３
７
２

　

最
近
で
は
、
加
斗
地
区
で
若

者
が
主
体
に
な
り
、
鯉
川
シ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
を
利
用
し
た
地

域
づ
く
り
を
す
る
た
め
、「
加

斗
ク
Ｌラ

ブ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
発
足
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
富
地
区
で
は
、
以

前
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し
て
い

た
こ
と
を
生
か
し
て
、
環
境
に

配
慮
し
た
地
域
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
法
に
基
づ
き
、
各

地
区
に
設
置
さ
れ
た
公
民
館

は
、
地
域
力
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
す
。
住
民
の
教
養
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
各
団
体
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
地
区
の
重
要
な
会

議
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し

て
、
地
域
住
民
が
集
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
組
織

地
域
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

地
域
が
集
う
公
民
館

５月 18日、新たなまちづくりの説明会

　５年前から国富地区のまちづくり組織の一部として活動していまし

たが、有志 13 人で新たにこの会を立ち上げました。国富では、昭和

41年まで野生のコウノトリがいたのですよ。再びコウノトリが安心し

てえさを食べ、生き物あふれる自然豊かな地域にしていきたいですね。

　生き物が集まるところは、自然と人も集まり賑わいます。また、子どもたちにとっ

ても勉強教材になるんではないでしょうか。そのためには、地域全体で、環境に配慮

した取り組みをする必要があります。わたしたちの活動が広まることを願います。

　　再びコウノトリが舞い降りる環境を整えたい

コウノトリの郷
さと

づくり推進協議会（コウの会）　

会長　宮
みやがわけんぞう

川健三さん（栗田）

地域力から協働へ

コウノトリの郷づくり学習会（７月２日）

加斗ク LOVEの芝生整備（７月 10日）

宮川地区通学路花いっぱい運動（４月 29日）
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地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
り
ま
す

　
　
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
組
織

　

地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

の
が
人
の
力
。
そ
れ
は
若
者
だ

け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
少
子
高

齢
化
の
社
会
で
、
大
き
な
力
を

発
揮
で
き
る
の
が
高
齢
者
で

す
。

　

高
齢
者
同
士
の
つ
な
が
り
だ

け
で
な
く
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
や
、
地
区
行
事
へ

の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、
活
気

あ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

　

子
ど
も
を
狙
う
凶
悪
な
犯
罪

が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
全
国

各
地
で
、
児
童
の
登
下
校
を
見

高
齢
者
も
頑
張
り
ま
す

守
る
通
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
全
小
学
校
で
も
、

登
下
校
の
付
き
添
い
や
危

険
な
場
所
で
の
安
全
確
保

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
見
守
っ
て
い

る
の
は
通
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
保
護
者
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
通
学
路
の
途

中
に
あ
る
家
の
人
や
散
歩

中
の
人
も
積
極
的
に
声
掛

け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
で
す
。

　　

小
浜
市
防
犯
隊
は
、
昭
和
35

年
に
組
織
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

市
民
が
安
全
、
安
心
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、

各
地
区
か
ら
の
選
出
や
み
ず
か

ら
志
願
し
て
入
隊
し
た
１
２
２

人
の
隊
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

犯
罪
が
増
加
す
る
時
期
の
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
、
イ
ベ
ン
ト
の
雑
踏
警
備
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
活
動
す
る
消
防
機

関
の
一
つ
で
す
。

　

全
国
で
消
防
団
員
が
減
少
し

て
い
る
中
、
市
内
で
は
、
地
域

防
災
に
関
心
が
高
く
、
小
浜
消

防
団
で
も
若
者
が
積
極
的
に
入

隊
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
は
消
火
活
動
の
ほ
か
、

地
震
や
風
水
害
の
災
害
で
救
助

小
浜
消
防
団

　　地域を守り、貢献したい

活
動
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど

に
従
事
し
、地
域
で
の
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
消
防
・
防
災
の
中

核
的
存
在
と
し
て
、
今
後
も
大

い
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
見
ら
れ

　
　

ま
ず
は
声
掛
け
か
ら

子
ど
も
を
見
守
る

通
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
の
安
全
を
守
る

防
犯
隊

　わたしたち防犯隊13支隊は女性10人で構成し、

平成 16 年から活動しています。活動内容は、主

にパトロールが中心ですが、万が一に備えてAED

など救命法の講習も受けているんですよ。

　犯罪は、いつ、どこで出くわすかわかりませんの

で、まずはひとりで行動せず、人を呼ぶことを心掛

けてください。地域のつながりは犯罪を減らします。

そのためには、普段からの声掛けは非常に効果的で

す。地域はもちろん、まちなかでわたしたちを見か

けたらぜひ皆さんから声を掛けてください。

　第 13支隊長　濱頭浜江さん（阿納）

　おおい町から小浜市に転入し、４月か

ら地元の消防団に入団しました。これか

ら住む地域に打ち解けたい、また守って

いきたいという思いから、おおい町に引

き続いて小浜市でも消防団への入隊を決

意しました。

　５月下旬の大雨には、出動の要請を受

け、早朝から土のう作りもしたんですよ。

　一日でも早く皆さんに顔を覚えてもら

いたいので、消防団の活動はもちろん、

地域の行事には積極的に参加していきた

いですね。

　宮川の老人クラブには約 270人が

所属し、ウオーキングや踊りなど、体

を動かすことを中心にした活動をして

います。毎回、参加者が多く、楽しい

健康づくりをしているんですよ。

　老人会の会員は、地区の活動だけで

なく、区の美化活動や花ボランティア

など積極的に参加している方も多いで

すね。

　公民館をはじめ、地域の皆さんのサ

ポートがあってこそ、わたしたち高齢

者が安心して活動できると思っていま

す。お返しの意味を込めて、ふるさと

まつりなど地区の行事には主体的に参

加していきたいですね。

児童を見守る通学ボランティア（小浜小学校付近）

ふれあいサロンの様子（羽賀区）

小浜市防犯隊第 13 支隊の皆さん 宮川地区
老人クラブ

会長

竹
たけなかしげかず

中茂一さん
（加茂・74歳）

小浜消防団　

第４分団第２部（多田）

団員　垣
かきう ち け ん じ

内建二さん
（多田・32歳）

　
　

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
が
た
い

救命法の講習を受ける隊員

自
主
防
災
組
織

た
よ
う
に
、
行
政
が
被
災
し
た

場
合
、
防
災
機
能
が
完
全
に
失

わ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
で
は
、
地
域
で

助
け
合
う
小
さ
な
防
災
組
織
が

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

地
域
で
は
、
自
警
団
や
消
防

団
な
ど
を
中
心
に
自
主
防
災
組

織
を
作
り
、
地
域
独
自
の
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
り
す
る
な

ど
、
自
主
防
災
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。　
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地
域
力
を
結
集
し
て
い
き
ま
す

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　協働とは、パートナーシップ、コラボレーション、コ・プロジェクトです。パー

トナーシップは２つ以上の主体の協力関係で手を携えていくこと、コラボレーショ

ンは相乗効果を促し、声を掛け合って進めること、コ・プロジェクトは、協力し合

い、呼応し合うことです。

　協働のキーワードは「多様性」であり、いろいろな団体がいっしょに協働を進め

ることで、団体が持ち味を出し合い、効果を生み出します。

　総合計画や基本指針を策定したからといって協働はなかなか進みません。しかし、

　　　ルールを作ることで協働を理解し、そして施策を通して協働が進んでいくも

　　　　のです。協働のルールづくりは、市民の視点から必要性・目的を共有して

　　　　進めていき、またメンバーができることを話し合い、役割分担する、まさ

　　　　にプロセスを市民と協働して進めていく必要があります。

　　　　　　基本指針は、小浜市の総合計画にも書いてある「自
みずか

ら感じ」、「自ら動

　　　　　　　　　　　　　く」を実践しながら策定してほしいですね。

　　　　　　　　　　　　　　協働は一足飛びには進まないので、地道に市民、団

　　　　　　　　　　　　　体、事業者、行政がよりよいコミュニケーションを取

　　　　　　　　　　　　　りながら、地域にあった小浜らしい協働のまちづくり

　　　　　　　　　　　　　を進めてほしいですね。

　

第
５
次
総
合
計
画
で
、
協
働

と
は
「
対
等
な
立
場
で
お
互
い

を
理
解
し
、
認
め
あ
い
、
責
任

を
共
有
し
な
が
ら
協
力
し
て
い

く
こ
と
」と
記
し
て
い
ま
す
が
、

協
働
は
今
ま
で
な
か
っ
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
力
づ
く

り
そ
の
も
の
が
協
働
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
個
々
で
は
、

協
働
が
進
ん
で
も
、
地
域
間
で

取
り
組
み
の
温
度
差
も
あ
り
、

小
浜
市
全
体
の
活
性
化
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
ま

で
、
協
働
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
明
確
な
ル
ー
ル
が
な
く
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
課
題
を
行
政
だ
け
で

な
く
、
市
民
団
体
（
ま
ち
づ
く

り
委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
ほ
う

が
効
率
的
、
効
果
的
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
協
力
の
仕
組
み
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
税

金
を
財
源
に
す
る
場
合
は
、
そ

の
透
明
性
、
公
益
性
、
公
平
性

が
問
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
に
点
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
力
を
結
集
す

る
仕
組
み
や
協
働
の
意
義
・
必

要
性
・
あ
り
方
・
進
め
方
な
ど
、

誰
が
何
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か

　

本
年
度
か
ら
、「
い
き
い
き

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事

業
」
の
後
継
事
業
と
し
て
、
よ

り
多
く
の
市
民
や
団
体
か
ら
の

参
画
を
促
し
、
市
民
参
加
・
参

画
か
ら
協
働
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
指
す
「
夢
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

民
活
動
団
体
へ
の
活
動
支
援
と

し
て
、
消
耗
品
な
ど
の
実
費
を

支
援
す
る
「
夢
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
」
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
い
い
と
こ
小
浜
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
」
は
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
、
み
ず
か
ら
企

画
、
実
践
す
る
活
動
を
支
援
す

る
も
の
で
、
本
年
度
は
10
事
業

の
う
ち
５
事
業
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
原
材
料
支

給
に
よ
る
地
域
の
「
環
境
整
備

関
連
事
業
」
や
地
域
団
体
な
ど

へ
の
補
助
事
業
に
よ
る
施
設
整

備
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

　「協働」はみんなが協力して何かをやり遂げるようなイメージを

持っています。そのイメージに一番合うのが「祭り」や「復興」な

のでしょうか。わたし自身、ボランティア団体で活動中で、また震

災復興の時期に、ちょうどこの会議の募集があったので、応募して

みました。

　１回目の市民会議を終えて、置かれている立場や得意分野が違う者が、それぞれが

考える「協働」をどこまで集約できるのか課題に感じました。

　研修会や会議を通して、自分の考え方に幅ができたと思います。その経験を次回の

会議や所属する団体の活動に生かしていきたいですね。

　　地域を守り、貢献したい

協働のまちづくり市民会議　

委員　糀
こうじたにまさき

谷昌城さん（四谷町・33歳）

小
浜
市
の
協
働
の
現
状

を
実
践
的
に
解
説
し
た
協
働
の

基
本
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

を
策
定
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　　　

市
で
は
こ
の
程
、
協
働
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
た

め
、
市
民
を
中
心
と
し
た
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。委
員
に
は
、

学
識
経
験
者
や
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
不
可
欠

な
団
体
の
関
係
者
を
は
じ
め
、

一
般
公
募
に
よ
る
市
民
や
学
生

な
ど
19
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
の
ほ
か
、
協
働
の
理

念
の
普
及
や
、
協
働
事
業
の
成

果
の
検
証
、
課
題
や
解
決
策
の

検
討
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

協
働
は
、
よ
り
多
く
の
市
民

や
団
体
が
参
画
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
実
際
、
ま
ち
づ
く

り
に
携
わ
る
市
民
が
固
定
化
傾

向
で
あ
っ
た
り
、
後
継
者
不
足

で
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
、
組

織
形
態
が
異
な
る
こ
と
や
活
動

に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
も

課
題
で
す
。

　

市
民
、
団
体
、
事
業
所
、
行

政
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
理
解

し
、
行
動
し
て
い
く
た
め
、
協

働
の
手
引
き
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
が
急
が
れ
ま
す
。

協
働
と
地
域
力

市
民
会
議
を
設
置ＮＰＯ法人ひとまち政策研究所　　仲

な か の ゆ う こ

野優子さん
（草津市協働コーディネーター）

第１回協働のまちづくり市民会議（７月 14日）

協働のまちづくりの推進にあたって
（７月 14 日に開催した研修会の内容）

今
後
の
課
題

常高寺の顔出し看板（昨年度のいいとこ小
浜づくり活動支援事業の採択事業）



　小浜市と小浜市土地開発公社では、市内７カ所の公有地を最低
売却価格を設定して売却します。購入を希望される方（法人可）は、

「入札要領」を熟読するほか、「入札案内書」などの内容を十分に
ご理解の上、期間内に入札の申し込みをしてください。最低売却
価格以上の最高価格入札者が落札者となります。
　なお、落札されなかった物件は、競争入札によらず希望者に先
着順で売却します。

区分 所在地
用途地域

面積（㎡） 最低売却価格 備考
地目 建ぺい率／容積率

❶  小浜飛鳥 41 番 2
第一種中高層住居専用地域

623.27㎡ 909 万１千円
宅地 60 ／ 200

❷  遠敷 74 号 17 番 2 ほか 3 筆
用途指定なし

229.23㎡ 516 万 9 千円
宅地 60 ／ 200

❸  山王前二丁目 1102 番 1
第一種低層住居専用地域

388.76㎡ 1,067 万 6 千円
宅地 50 ／ 80

❹  松ヶ崎二丁目 714 番 1
第一種低層住居専用地域

229.42㎡ 772 万 1 千円
宅地 50 ／ 80

❺   生守 6 号 15 番・16 番
用途指定なし

1,191.00㎡ 2,861 万 8 千円
雑種地 60 ／ 200

❻  高塚 8 号 1 番 14
用途指定なし

689.46㎡ 2,008 万 9 千円  分筆可能
宅地 60 ／ 100

❼  平野 20 号 4 番ほか 4 筆
用途指定なし

2,956.00㎡ 2,590 万 4 千円
雑種地 60 ／ 200

【売却土地一覧表】

（青井第一公園）

❶

青井会館

❶小浜飛鳥 41 番 2

❺生守 6 号 15 番・16 番

❺

国道
162 号

（南  川）

今富小学校

サンライズマンション

❷

国道 27 号

東小浜駅口交差点

�
東
小
浜
駅

遠
敷
小
学
校
�

❷遠敷 74 号 17 番 2 ほか 3 筆

❻高塚 8 号 1 番 14

国富公民館

国富小
学校

北　川

県道羽賀東小浜停車場線

➡府中橋

高塚橋➡

国富保育園 ❻

【入札期間】　　８月８日（月）〜 22 日（月）

【開　　札】　　８月 24 日（水）

　　　　　　　９時から市役所４階入札室

■問い合わせ　財政課　☎内線 335

「公有地」を 売却 します

広報おばま　平成 23. 8❽❾ 広報おばま　平成 23. 8

❸山王前二丁目 1102 番 1
❹松ヶ崎二丁目 714 番 1　

❸

西津小学校

西津公民館
・保育園

県立大学

小浜キャンパス�

こうのとり大橋➡

国道 162 号

❹

国道 27 号

平野口交差点

新平野駅

❼平野 20 号 4 番ほか 4 筆　

❼

➡小浜至

上中至➡


